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ライフログ写真の着衣色変化によるファッションへの 
意識変化手法の実装とその評価 

 

佐々木美香子†1 中村聡史†1 
 

概要：ファッションは人々が着用する衣服の種類や配色のバリエーションによって様々な自己表現が可能である．し
かし，自身が着る機会のない色や雰囲気の衣服を購入することは難しく，これらのことが原因でファッションに苦手

意識を持つ人は少なくない．そこで我々はこれまで，苦手意識改善のため，ライフログ写真内においてユーザ自身の

着用している衣服の色を着る機会のない色，苦手な色に変化させ，その写真に日々触れることによりファッションに
対する意識変化を促す手法を提案した．そしてその手法が，人の意識変化促進に有効であることを明らかにしたが，

これまで提案手法のシステム化を行っていなかった．そこで本稿では，着衣色が変化した写真の提示をスマートフォ

ン上で通知するシステムを実装する．また，ライフログ写真の着衣色変化の精度評価やシステムの使用実験を行った．
精度評価の結果，写真によって着衣色変化の精度にばらつきが見られることが明らかになった．また，システムの使

用実験を行った結果，ユーザ自身によって抵抗のない写真を選定し，またその写真が撮影された日付情報と合わせて

ユーザに通知することが，ファッションに対する意識変化に効果的である可能性が示唆された． 
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1. はじめに   

 衣服の種類は多様であり，世界中で様々な衣服が製作お

よび販売され，我々はそれらの中から選択して日々着用し

ている．衣服の組み合わせによる服装はファッションと呼

ばれており，雑誌やテレビなどで取り上げられるなど，多

くの人から注目されているものである．ファッションの世

界は奥が深く，衣服の種類や色といった要因のほか，スカ

ートやパンツ丈の長さといった細かな要因によっても着用

者の雰囲気は変化する．また，ファッションの世界では堅

苦しくないファッションのことを指す「カジュアル」，女性

らしいファッションのことを指す「ガーリー」などといっ

た用語が存在する．これらのことから，ファッションは世

界共通の自己表現を行うための手段の 1 つだといえる． 
 このように，人とファッションの間には密接な関わりが

あり，魅力的なものであるが，ファッションに対して苦手

意識をもっている人も少なくない．この苦手意識の要因と

して，「黒色の衣服ばかり普段着ているから別の色の衣服を

着てみたいけれど，着たことのない色の衣服を着用するこ

とに抵抗がある」，「女性らしい衣服を着用したことがない

から，着用することに抵抗がある」といったことが挙げら

れる．これらの要因から，いつも同じ衣服の色や種類を選

択してしまい，着たことのない衣服の色や種類に対して，

「食わず嫌い」のような状態になる．そして，ファッショ

ンに対して苦手意識を持ち，保守的になってしまうことに

つながる．つまり，上記で述べたようなファッションに対

する苦手意識の問題に着目すると，人のファッションに対

するネガティブな意識をポジティブな意識に変化させるこ

とが重要であると考えられる． 
 我々はこれまで，ファッションに対する苦手意識改善の
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ための手法を提案してきた[1]．具体的には，ライフログ写

真においてユーザ自身の着用している衣服の色を，着る機

会のない色，苦手な色に変化させた写真をユーザに提示し

た．そして，その写真を繰り返しユーザに提示することで

単純接触効果によりファッションに対する意識変化が促進

されることを実験で明らかにした．しかし，これまでライ

フログ写真の着衣色変化を行う際に，全て手動で色変化を

行っていたため，実用まで遠いものであった．提案手法を

用いたシステムを実用化するためには，非着衣色を自動で

判定し，ライフログ写真の着衣色変化を自動で行う必要が

ある．またユーザが，着衣色が変化した自身が映っている

ライフログ写真を繰り返し見るようなシステムにする必要

もあると考えた． 
 そこで本稿では，これまで提案した手法を用いて，自身

が映っているライフログ写真からユーザが着用していない

衣服の色を推定し，その色にライフログ写真の着衣色を変

化させるシステムを実現した．また，着衣色変化が行われ

た写真を，スマートフォン上でユーザに提示する通知シス

テムも実装した．本稿では衣服の色推定や着衣色変化の精

度について検証するとともに，通知システムの使用実験を

行うことで本システムの有用性を明らかにする． 

2. 関連研究 

2.1 ファッションに関する研究 
ファッションに関するシステムを提案した研究はこれ

まで多く行われてきた．佐藤ら[2]は，ユーザの姿を利用し

たコーディネート支援システム suGATALOG を開発した．

このシステムは，ユーザの着用写真を利用するため，ユー

ザ自身の顔や体型を考慮したコーディネートシミュレーシ

ョンが可能になる．また，このシステムを用いた評価実験
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により，実際の衣服または衣服の写真を用いたシミュレー

ションと比べて本システムが有用であることを明らかにし

た．Tsujita ら[3]は，衣服の写真を撮影すると，そのデータ

をもとに気象状況等に応じて衣服を推薦することを可能と

した Complete Fashion Coordinator を開発した．また，SNS
とこのシステムを連携することで，自身の友人にコーディ

ネートを見てもらい，フィードバックを貰うことを可能に

した．Vaccaro ら[4]は，ユーザが自身の着たい服装を文章で

入力すると，文章中の単語を抽出し，その単語から多言語

トピックモデルを用いてユーザに衣服を推薦するシステム

を提案した．また，Donggeun ら[5]は，衣服の色の割合を用

いて衣服検索を行うシステム PRISM を提案した．このシ

ステムによって，単純なカラーフィルターのみでしか検索

出来ない従来の EC サイトに対し，衣服に使われている色

の割合を用いて製品検索を行うことを可能にした．Shen ら

[6]は，日々の出来事を製品属性にマッピングすることによ

る商品検索システム Scenario-Oriented Recommendation を提

案した．このシステムは，ユーザが衣服を購入する際，そ

の衣服の着用目的について文章入力を要求し，自然言語処

理を用いて衣服情報とマッチングさせることで，ユーザに

最適な衣服を提案するものである． 
 このようにファッションに関するシステムを提案した研

究は様々存在する．しかし，これらの研究はあくまでもユ

ーザにシステム側が衣服を推薦することにとどまる．本研

究で提案するシステムでは，システム側がユーザのファッ

ションに対する意識変化を促すことによって，ユーザ自ら

の意思に基づいて，着用する衣服を変化させるものである． 
2.2 画像の色変化に関する研究 
 画像を用いて色を変化させる研究は様々存在する Wang
ら[7]の研究では，写真を入力した際にユーザが任意の色を

選択すると，写真がその色に自動的に変化する手法を提案

している．Chang ら[8]は，k-means 法を利用して写真のメ

インカラーを抽出し，カラーパレットを編集することによ

って簡単に入力した写真の色を変えることができるシステ

ムを提案している．一方，Lin ら[9]は，マルコフ連鎖モン

テカルロ法を用いてモノクロのパターン画像を自動的にカ

ラーリングする手法を提案している．また神武ら[10]は，ユ

ーザがなりたい顔画像を利用した，メイクアップを支援す

るシステムを提案している．このシステムは，まずユーザ

のマスク画像を作成し，その画像にユーザがなりたい顔画

像で使用しているメイクアップアイテムを施した結果を k-
means 法を用いることで転写する．そして転写したマスク

画像を，ユーザの顔画像と合成することによって実現して

いる．  
 このように，画像を用いて色を変化させる研究は数多く

存在しており，我々は特に k-means 法を用いるものを参考

にしてシステムを実現した． 

3. ライフログ写真の着衣色変化提示システム 

 我々はこれまで，ユーザが映っているライフログ写真の

着衣色を，自身が苦手な色や着る機会のない色に変化させ

た写真を繰り返し見せることで，ファッションに対する苦

手意識改善をさせる，ライフログ写真の着衣色変化提示シ

ステムを提案してきた[1]．図 1 は提案システムのイメージ

図である． 
 

 

図 1 イメージ図 
 
本研究では，この提案システムの実現を目指す．ここで

本手法の実現においては，以下の要件を満たす必要がある

（図 2）． 
（1）ユーザが普段着用していない色（非着衣色）を推定 
（2）ライフログ写真の着衣色を変化 
（3）着衣色変化させた画像をユーザに提示 
 

 
図 2 本システムの必要要件 

 
 この 3 つの必要要件を満たすため，非着衣色推定モジュ

ール，着衣色変化モジュール，単純接触効果向上のための

画像提示とその実装についてそれぞれ詳しく述べる．なお，

本システムでは衣服の上衣についてのみ対象としている． 
3.1 非着衣色推定モジュールの実装 
 非着衣色の推定においては，まずユーザのライフログ写

真群からユーザが写っている写真の着衣色を判定し，その

頻度を求めることによって，ユーザが普段着用していない

色（非着衣色）を推定する．本手法の流れを図 3 に示す． 
 ユーザが映っているライフログ写真の衣服の抽出につい

ては様々な方法が考えられるが，今回は DeepFashion[11]を
用いて衣服の位置情報を取得する．次に取得した衣服の位

置情報から，写真の上衣の箇所だけ切り抜き，その部分に

ついて k-means 法（𝑘 = 5）を用いて写真の色のクラスタリ
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ングを行う．𝑘 = 5と定めたのは，Chang ら[8]の研究でこの

クラスタ数を用いて，写真のメインカラーを抽出していた

ためである．そして最も大きいクラスタに含まれるピクセ

ルの RGB 値の平均を上衣の色とした． 
 

 
図 3 非着衣色推定の流れ 

 
次に，ブレント・バーリンとポール・ケイが提唱した基

本色彩[12]（図 4）である 11 色のいずれかの色に，取得し

た上衣の色を分類する．その際，上衣の色と基本色彩 11 色

それぞれについてユークリッド距離を計算し，その距離が

最も短くなった色に上衣の色を分類した． 
 

 
図 4 基本色彩 11 色 

 
 この処理をライフログ写真の中で 1 日に 1 つずつ行うこ

とにより，ユーザの着用している上衣の色の出現率を求め

る．1 日単位で行うのは，観光などで同日に撮影された写

真が多い場合にその影響が大きくなることと，外出時の衣

服は一般的に 1 日に 1 パターンであることが多いためであ

る．そして，基本色彩の 11 色の中で出現率が低い色を，ユ

ーザが着用する機会が少ない着衣色（非着衣色）とみなす．

この色を，3.2 節で実現するライフログ写真の着衣色変化で

使用する． 
3.2 着衣色変化モジュールの実装 
 ライフログ写真の衣服の色を変化させるため，まず，ユ

ーザが映っているライフログ写真から 3.1 節同様

DeepFashion[11]を用い，上衣の位置情報を取得する．次に，

取得した衣服の位置情報から，写真の上衣の箇所だけ切り

抜き，切り抜いた箇所について 2 値化を行い，上衣の輪郭

を抽出する．その後，輪郭情報を元にライフログ写真の上

衣に合成するマスク画像を生成する．マスクの色は，3.1 節

の手法を用いて推定した非着衣色である．ここで，写真の

色はピクセルごとに色が異なるため，推定した非着衣色を

そのままマスクの色として使用し，ライフログ写真と合成

すると不自然になる．そのため，非着衣色として推定した

RGB 値の色情報を HSV 値に変換した．次に，上衣の輪郭

内の RGB 値の色情報も全て HSV 値に変換し，非着衣色と

して推定した色相 H で全て置き換えた．なお，彩度 S，明

度 V の値はそのままとした．そして色相のみ置き換えた後

の HSV 値を RGB 値に再び変換した．この RGB 値をマス

クの色とした． 
 このように作成したマスク画像を，ライフログ写真の上

衣の位置に合成することにより，ユーザが映ったライフロ

グ写真の上衣の色を変化するようにした． 
3.3 単純接触効果向上のための画像提示 
 ユーザが日々の生活の中で，利用頻度が高い画像提示デ

バイスを用いて繰り返し画像を提示することで，衣服の色

が非着衣色に変化した自身が映るライフログ写真に対する

単純接触効果が向上すると考えられる．そこで，本研究で

は人が日々利用しているスマートフォンを用いて画像提示

を行うことにする．ここで，着衣色が変化したライフログ

写真が提示されるようなアプリケーションとして実現する

と，ユーザは何らかの動機付けがない限り，そのアプリケ

ーションを開かないと考えられる．そこで，スマートフォ

ンの通知機能を用いることでスマートフォンを操作してい

る全てのユーザがアプリケーションを開かずとも，何気な

く画像を目にすることができるようにした．さらに画像を

通知機能を用いてただ提示するだけでは，ユーザがその画

像を見ない可能性も考えられる．そこで，ライフログ写真

にユーザが少しでも興味を高めるため，撮影された日付情

報とともに写真を提示するものとした． 
 具体的には，図 5 のようにユーザに任意のタイミングで

画像通知を行う．本システムは Swift を用いた iOS アプリ

ケーションとして実装した．また，ユーザは通知をタップ

することで画像を拡大表示したり，スワイプにより通知を

消したりすることができるものとした． 
 

 
図 5 画像通知システム 
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4. システムの性能評価 

 実装したシステムの利用可能性を検証するため，ライフ

ログ写真からの上衣の判定精度と，非着衣色の推定精度，

着衣色の変化手法についてそれぞれ性能評価を行う． 
4.1 ライフログ写真からの上衣の判定精度 
 実装したシステムで，どのようなライフログ写真の上衣

を認識することができるのかについて調査するため，実験

では，上半身までが映っているライフログ写真（2018 年 12
月から 2019 年 12 月まで撮影された写真）を使用した．こ

こではユーザごとに 3.1 節で提案したシステムを用いて，

ライフログ写真の上衣の認識率を判定する．なお，本実験

では 3 名のライフログ写真を使用した． 
 表 1 は，撮影されたライフログ写真を収集した際の，上

衣の認識率をユーザ（A〜C）ごとに示したものである．こ

の結果より，ライフログ写真の上衣の認識率はどのユーザ

についても約 4 割の認識率であることがわかる．また，ユ

ーザ C の上衣の認識率は，収集したライフログ写真の枚数

は最も少ないものの，他の 2 名のユーザのライフログ写真

を使用したときよりも高い認識率であった． 
 

表 1 上衣の認識率 

 
 
 そこで，どのようなライフログ写真であれば上衣を認識

することができるのか，もしくは認識できないのかについ

て，より詳細な分析を行った．ここで，収集したユーザ A
のライフログ写真について，システムが上衣を認識した写

真の例を図 6 に，上衣を認識出来なかった写真の例を図 7
にそれぞれ示す． 
 図 6 に示す通り，上衣の形がはっきりと映っているライ

フログ写真は認識できることがわかる．一方で，図 7 の一

番左の写真のように髪の毛が上衣の一部に被ってしまって

いる場合や，一番右の写真のように上衣が皿などで一部が

隠れてしまっている場合は認識できないことがわかる．こ

こで，図 6 の左から 2 番目の写真では，ユーザが手にして

いるアイスクリームによって上衣の一部が隠れているもの

の，上衣が認識されている．このことから，ある物体が上

衣に被っている面積によって，認識できるかどうかが決定

される可能性が示唆された． 
 以上のことより，ライフログ写真の上衣を利用するには，

撮影において工夫が必要であることがわかる．また，ライ

フログ写真は，1 日あたり複数の写真があると期待される

ため，判定しやすい写真を使うことによって，判断するこ

とができると期待される． 
 

 

図 6 上衣を認識した写真の例 
 

 
図 7 上衣を認識しなかった写真の例 

 
4.2 ライフログ写真からの非着衣色の判定精度 
 システムで推定された色と，実際にユーザが着る機会が

少ないと感じる色の間に差があるのかについて，ライフロ

グ写真を利用して明らかにする． 
 ここで，我々はライフログ写真の収集枚数よりも，その

写真が撮影された時期によって，システムで推定された色

と実際の色との間の差が変化するのではないかと考えたた

め，ライフログ写真の撮影時期の違いごとに非着衣色の推

定を行った．具体的には実験開始月を基準として，3 ヶ月

前までに撮影された写真，6 ヶ月前までに撮影された写真，

9 ヶ月前までに撮影された写真，12 ヶ月前までに撮影され

た写真の計 4 つの撮影時期に分けて実験を行った． 
図 8〜10 は，4 つの期間のライフログ写真それぞれにつ

いて，着衣色の出現率を示したものである．図 8 から，ユ

ーザ A において，ライフログ写真の撮影時期が 3 ヶ月間，

6 ヶ月間の際には Grey が，9 ヶ月間，12 ヶ月間の際には

Black が最も出現率が高いことがわかる．また，図 9 から，

ユーザ B においては，全てのライフログ写真の撮影時期に

おいて Black，Grey，Pink 以外の全ての色が非着衣色とし

て推定されたことがわかる．そして，図 10 から，ユーザ C
においては，ライフログ写真の撮影時期が 9 ヶ月間，12 ヶ

月間のみ，Blue が上衣の着衣色として出現していることが

わかる． 
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図 8 ユーザ A における着衣色の出現率 

 

 
図 9 ユーザ B における着衣色の出現率 

 

 
図 10 ユーザ C における着衣色の出現率 

 
 ここで，システムで推定された非着衣色と，人が収集さ

れたライフログ写真を見て非着衣色だと感じる色の間に差

があるかを検証するために，事前に著者が非着衣色として

考えたものと比較する．著者による判定ではユーザ B につ

いて，3 ヶ月，6 ヶ月の場合は White，Black，Grey，Blue 以

外の 7 色，9 ヶ月の場合は White，Black，Grey，Blue，Green
以外の 6 色，12 ヶ月の場合は White，Black，Grey，Blue，
Green，Red 以外の 5 色を非着衣色とした．これらの結果か

ら，ユーザ B の非着衣色推定については，どの収集期間に

おいてもシステムで推定された色と人が推定した色の間に

差があることがわかる．このような差が生じた原因として，

光の加減などによって，本来のライフログ写真の衣服の色

とは別の色として，システムが認識した可能性が考えられ

る．実際に，図 11 よりこの写真の着衣色は，本当は白色で

あるが，光の加減によってピンク色としてシステムが認識

してしまった．このことが原因となり，非着衣色の推定に

おいて，人とシステムの間に差が生じた可能性が考えられ

る． 

 
図 11 人とシステムの間にずれが生じた例 

 
また，そもそもユーザ B のライフログ写真は撮影期間が

12 ヶ月間の場合でも 32 枚，そのうち上衣を認識した写真

は 13 枚と非常に少なかったため，写真の光の加減による

色の認識のずれを考慮しても，正しい推定が出来ていると

は言い難い． 
4.3 コーディネートサイトからの非着衣色の判定精度 

利用したライフログ写真には限界があったため，収集す

る写真の枚数を増やして，非着衣色推定を再度行うことに

した．その際に，ファッションコーディネートサイトの

WEAR[13]において，毎日コーディネートを更新している

ユーザの写真を用いて推定を行った． 
図 12 は，WEAR のあるユーザのコーディネート写真を

収集して，4 つのライフログ写真の撮影時期それぞれにつ

いて，着衣色の出現率を示したものである．また，収集し

て上衣が認識された写真の枚数は，収集期間が 3 ヶ月の場

合は 54 枚，6 ヶ月の場合は 114 枚，9 ヶ月の場合は 166 枚，

12 ヶ月の場合は 184 枚である． 
 

 

図 12 WEAR のあるユーザにおける着衣色の出現率 
 
 図 12 から，非着衣色は 4 つ全ての収集期間について， 
White，Black，Grey，Brown，Pink 以外の 6 色であることが

わかる．一方，収集した写真を著者が見て非着衣色だと判

定した色は，収集期間が 3 ヶ月，6 ヶ月の場合は White，
Black，Grey，Brown，Blue，Pink 以外の 5 色， 9 ヶ月，12
ヶ月の場合は White，Black，Grey，Brown，Blue，Pink，Green
以外の 4 色である． 
 以上の結果から，収集期間が 3 ヶ月，6 ヶ月と短い期間

である方がシステムで推定された色と人が推定した色の間

の差が少ないことが明らかになった．これは，収集期間が

長期に渡ると，人とシステムの間で非着衣色と感じる色の
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ずれが大きくなるからであると考えられる． 
以上のことより，ライフログ写真を収集する際は，現在

から半年以内に撮影された写真を使う方がより非着衣色の

推定精度が高くなる可能性が示唆された． 
4.4 着衣色変化手法の精度 
 実現したシステムを用い，人が上半身まで映っている写

真を任意の色に変化させ，着衣色変化手法における精度評

価を行った． 
 図 13 は，着衣色変化において精度が高かった写真の着

衣色変化前と変化後の例である．ここで，上段の 2 種類の

写真は色相ℎ = 50，下段の 2 種類の写真はℎ = 200でそれぞ

れ着衣色を変化させたものである．この結果より，どの写

真についても自然に着衣色が変化していることがわかる．

また，写真の上衣の部分だけが認識され，その部分につい

てのみ色変化が行われたことがわかる． 
 

 

図 13 精度が高かった写真の例[a][b][c][d] 
 

 
図 14 精度が低かった写真の例[e][f][g] 

 
 図 14 は，着衣色変化において精度が低かった写真の着

衣色変化前と変化後の例である．ここで，上段の 2 種類の

写真は色相ℎ = 50，下段の写真はℎ = 200でそれぞれ着衣色

                                                             
a) “ZOZOTOWN”. https://zozo.jp/shop/bshop/goods/45199852/?did=74531125, 
(参照 2019-12-14) 
b) “ZOZOTOWN”. https://zozo.jp/shop/shiffon/goods-
sale/46948426/?did=77027804, (参照 2019-12-14) 
c) “ZOZOTOWN”. https://zozo.jp/shop/mono-mart/goods-
sale/24730404/?did=55895642&rid=1203, (参照 2019-12-14) 
d) “ZOZOTOWN”. https://zozo.jp/shop/gooddeal/goods-
sale/34789216/?did=60062414, (参照 2019-12-14) 

を変化させた．この結果より，上段の左の写真については

上衣の着衣色を変化することができなかったことがわかる．

また，上段右の写真については，上衣の色は変化せず下衣

の一部が色変化していた．さらに下段の写真については，

上衣の色変化は行われたものの，下衣の一部も同時に色変

化が行われていた． 
 以上の結果より，図 13 のようにうまくいく事例と，図 14
のようにうまくいかない事例が存在することが明らかにな

った．うまくいかない事例は，図 14 の上段の左の写真のよ

うな，入力画像が無彩色の場合である．実装したシステム

では，色変化を行う際に着衣色の色相のみを変化させ，彩

度と明度は変化させていないため，着衣色が無彩色の際に

は色相をどの値に変化させても，色の変化が見られなかっ

た．今後はこの点を改善する必要がある． 
 また，図 14 の上段右や下段の写真のように，上衣が上衣

として認識されなかったり，その範囲の判定において下衣

も含んでいたりしたことが失敗の原因として挙げられる．

そ の た め ， 今 後 は よ り 精 度 を 高 く 判 定 可 能 な

DeepFashion2[14]を利用したり，減色処理などをシステム上

で行って上衣と下衣を分離したりすることにより精度向上

を目指す． 

5. 単純接触効果向上のための画像提示手法に
関する使用実験 

 単純接触効果向上のための画像提示手法について，使用

実験を行い，提示システムの有用性について検討する． 
5.1 実験手順 
 本実験では実装したシステムを用い，どのような通知機

能が，ユーザが注目しやすいのかを明らかにするために，

システムの使用実験を行った．ここで，通知方法の違いに

よる人の利用行動の違いを明らかにするため，通知方法を

3 パターン用意した． 
具体的には，「この写真は◯年前に撮影された写真です」

といった大まかな日付情報ダイアログを写真とともに提示

する通知，「この写真は◯年△月×日に撮影された写真です」

といった，より詳細な日付情報ダイアログを写真とともに

提示する通知の他に，写真を単純に提示するだけの通知の

計 3 パターンである．また，通知時間の違いによっても人

の利用行動の違いが現れるのではないかと考えたため，通

知時間を朝・昼・夕方・夜の 4 つの時間帯に分けて，それ

ぞれの時間帯に対して 3 パターンの異なる通知を行った．

通知時間は，朝は 7:30，8:30，9:30，昼は 11:30，12:30，13:30，

e) “ZOZOTOWN”. https://zozo.jp/shop/shiffon/goods-
sale/46948426/?did=77027804, (参照 2019-12-14) 
f) “ZOZOTOWN”. 
https://zozo.jp/shop/kobelettuce/goods/24692065/?did=76667929, (参照 2019-
12-14) 
g) “ZOZOTOWN”. 
https://zozo.jp/shop/urbanresearch/goods/49324674/?did=80242185, (参照 2019-
12-14) 
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夕方は 15:30，16:30，17:30，夜は 19:30，20:30，21:30 であ

る． 
 実験では，3 名の実験協力者（男性 1 名，女性 2 名）（実

験協力者 A〜C）に 3.3 節で提案したシステムを使用しても

らった．通知は 3 パターンの異なる通知をそれぞれ 4 つの

時間帯それぞれについて計 12 回行った．通知を行った際

に提示する写真は，実験協力者が事前に撮った写真で自身

の上半身までが映っているものである．なお，提示する写

真はユーザが着用している上衣の色を事前に変化させた全

て異なるライフログ写真である． 
 また，実験協力者には写真が提示される通知を確認した

ら必ず「確認した」ボタンをタップしてもらった（図 15）．
そして，「確認した」ボタンを実験協力者がタップした 30
分後に，提示した写真を実際に見たかどうかを調査するた

めに，写真を見たかどうかを尋ねるアンケートの通知を行

った（図 15）．さらに，システムの使用実験後に実験協力

者に対して，写真が提示される通知に対して抵抗があった

かなどを調査するために下記のアンケート調査を実施した． 
 
Q1：自分が映った写真の通知を繰り返し見ることに対して

抵抗はあったか？ 
Q2：どの通知が来た際に，一番写真を見ようと思ったか？ 
Q3：どのような自分が映った写真だったら，毎日通知が来

た際に，その写真を見ようと思ったか？ 
 

 
図 15 実験で使用した通知画面 

 
5.2 実験結果 
 図 16 は，画像提示通知が届いた時間から，実験協力者が

その通知を見るまでの時間の差を実験協力者ごとに示した

ものである．この結果より，実験協力者 3 名ともに時間の

差がなかった通知の時間は 17:30 であった．また，朝の時

間帯（7:30，8:30，9:30）は，実験協力者によって通知が届

いた時間から通知を見るまでの時間の差にかなりばらつき

があることがわかる． 
自分が映った写真の通知を繰り返し見ることに対して

抵抗があったかどうか（Q1）について，実験協力者 2 名が，

抵抗があったと回答していた．また，抵抗があった理由と

して，「もともと自分の写真を見ることが好きじゃないか

ら」，「あまり写真の（顔の）写りがよくなかった為」と回

答していた． 
 どのような自分が映った写真だったら，毎日通知が来た

際にその写真を見ようと思えるか（Q3）については，「提示

される時の季節にあった服装で，その季節にどのような服

を着るか参考になりそうなもの」，「自分の思う自分の写り

がいい写真．後，楽しい思い出の写真だったら見ようと思

う」，「盛れるフィルターがかかっているようなもの．自分

が気に入っている写真など」といった回答が挙げられた． 
 

 
図 16 画像提示通知が届いた時間から 

通知を見るまでの時間の差 
 
5.3 考察 
 提示時間について，図 16 より通知が届いてからそれを

見るまでの時間に差がなかった時間は 17:30 であった．一

方で，朝の時間帯（7:30，8:30，9:30）は実験協力者によっ

て通知が届いてからそれを見るまでの時間差にかなりばら

つきがあった．これは，実験協力者によって起床時間帯が

異なることが原因ではないかと考えられる．以上のことか

ら，ユーザによって生活リズムが異なることを考慮して，

ユーザごとに最適な時間帯に通知を送る必要があると考え

られる． 
 次にシステム使用実験後のアンケートより，実験協力者

2 名が，自身が映った写真の通知を見ることに対して抵抗

感を感じたことがわかった．またその 2 名は，抵抗感を感

じた理由として自分が盛れていない写真を見るのが苦痛だ

ったと回答していた．これらのことから，自身の写真を毎

日抵抗感なく見るためには，自身が綺麗に映った，つまり

自分が「盛れている」と感じる写真を提示することが重要

であると考える． 
 また，システム使用実験後のアンケートから，どの通知

が来た際に一番写真を見ようと思ったか（Q2）という質問

に対して，全ての実験協力者が異なる通知を一番良いもの

としてあげていた．またその理由として，写真をただ提示

するだけの通知を選択した実験協力者 C は「年月日などが
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書いてあると，通知欄の文章量が多く感じ，通知自体を煙

たがってしまうような感覚があった」，大まかな日付情報と

ともに写真を提示する通知を選択した実験協力者 A は「い

つの写真なのか書いてあると，あの時こんなことがあった

とかこういうことをしていた，というようにその時のこと

が思い返せるような感じがしたから」とそれぞれ回答して

いた．これらの結果から，写真とともに情報を添えるか否

かは，ユーザごとに切り替えることが適切であると考えら

れるが，実験協力者 A のように日付情報の追加で「あの時

こういう画像を撮った」といった懐かしさを感じるような

ユーザには最も効果があると予想される． 
 今回，通知に関する実験は時間の都合上，十分な実験協

力者数と期間を確保できなかったため，今後は人数を増や

し，長期的な実験を実施することで検証していく予定であ

る． 

6. まとめと今後の展望 

 本稿では，これまで提案したライフログ写真の着衣色変

化提示システムを実装した．具体的には，自身が映ってい

るライフログ写真からの非着衣色の推定，非着衣色のライ

フログ写真の着衣色変化，着衣色を変化させたライフログ

写真をスマートフォン上にユーザに提示する仕組みを実装

し，それぞれについて利用可能性に関する検証を行った． 
まず，そもそもライフログ写真の内容よっては上衣を認

識しないことが多く，ライフログ写真を工夫するか，上衣

の判定精度を改善する手法を実現する必要があると考えら

れる．また，ライフログ写真を収集する際に，現在から半

年以内に撮影された写真を使うと非着衣色の推定精度が高

くなる可能性が示唆された．さらに，着衣色変化について

は実験から，写真によって色変化の精度にばらつきが見ら

れることが明らかになった．一方，写真をユーザに提示す

る実験では，スマートフォン上で画像提示を行う通知アプ

リを実装し，実験協力者に使用してもらった．その結果，

写真をユーザに提示する際は，ユーザ自身の抵抗がない写

真を選定する必要があり，またユーザによってはその写真

が撮影された大まかな日付情報と合わせて通知することで，

ファッションに対する意識変化が促されるのではないかと

いう示唆が得られた． 
 現在のシステムは，それぞれが独立したプログラムとし

て動作しているため，今後は 3 つのモジュールを全てまと

めて 1 つのシステムにすることで，本提案手法を用いたシ

ステムの実用化を目指す．また，実験よりライフログ写真

によって色変化の精度にばらつきがあることが明らかにな

ったため，今後は精度が高くなるライフログ写真のみ色変

化を行えるように，色変化を行う対象画像の自動推定など

を検討していく予定である． 
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